
鎌 間.ィ

ヽ

 `o夕魚傷,考なヽの象″ttヽ イヘ多く〇

閻 俎

〕久魚
気

京

)気

，

＞

　

＞

て
　
多
後
　
　
ヽ

／
ｒ

‐

‐

‐

‐

‐

ヽ

、

ア轟
β弩

口二 気

孝¥

袈警
一

Z

曰羞

(栄 6)
(逸え 〉

ヽ

ゝ_

t

t

ヽ

t

t

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

て

t

、ヽ_

ヽ

ヽ

嫌 2じ弩仏`のた啜

A ttは、中せ′・ おける%イ t家 明す7た り|ミ

んの噸卜11、 4t準備 した。

機資料 1 田おこしのようす

1■|||■ || ‐‐  ‐

・  ■
・ 11:`.: ■ ■

1.■
■ |■ ■ | |‐

薔資料2 鎌倉時代に出された法令 (一部)

藷歯の音通は日の焼をふ||サ 取った後,

そこに麦をまいている。これを日麦と

よんで,嶺土らはその年貢を徴1又 して
いるということである。一

文泉元(1264)年 4月 26日
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